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飼養管理 

乳牛の夏の飼養管理 
酪農試験場 小 谷 恂 一 

 

 水銀柱は 30 度Ｃになり湿度は 90％になっては

吾々人間共は暑さに弱音をあげ、それ生ビールだ、

それ扇風機だなどと勝手なことを言っているのであ

ります。 

 牛が若し口がきけたら「オイおやじさん日陰を作

ってくれ、窓を大きくして風通しをよくしてくれ、

蚊や蝿を少なくしろ。」と訴えるでしょう。然し口の

きけぬ悲しさ、顎を延ばし、涎を流して、尾で蚊や

蝿を追うのがせい一杯、これでは牛乳も出ないわけ

です。 

 乳牛を飼うのに最も適した温度は10～15度Ｃと言

われますが、この様な時期は１年の内わずかしかあ

りません。梅雨が終れば湿度の高い暑熱地獄が待っ

ています。 

 酷暑は乳牛にとって大敵であるということは申す

までもないことですが、先ず泌乳能力は低下して受

胎率は悪くなり、酪農家の最も苦しむ時であります。 

 これをいかにして防ぐかが酪農家の大きな課題で

はないでしょうか。毎年廻ってくる夏であるから致

し方ないと言う人もいるかもしれませんが、酪農経

営の面からも防暑対策は重大な問題であります。次

に２、３、夏の飼養管理について書いて見ます。 

▽第１に牛舎ですが、この頃は立派な牛舎もかなり

ありますが、昔の牛舎を改造したものも少なくない

のです。 

 先ず通風を良くすることです。一方のみしか出入

口がない所では吾々が蒸し風呂に入った様なもので

すから、通風窓を作って涼しい風が入る様に工夫す

べきです。又牛舎への直射日光は厳禁ですので、ス

ダレや詫蔭樹等で直射日光を防ぐ必要があります。 

 舎内を涼しくするためにクーラーで冷風を送るな

どということは、人間様でも仲々望めないものであ

りますから、通風を良くすると共に通路や床（コン

クリートの場合）に冷水を１日何回か撒いて室温を

下げるのも良い方法だと思います。 

▽第２に牛に対してはどのようにしたらよいかと言

いますと、牛は汗腺が余り発達していませんので、

涼しい環境においてやると共に、放牧や運動は朝夕

の涼しい時に実施すべきです。出来れば夜間放牧を

する様にしたいものです。直射日光の元での放牧や

運動はさけなければならないのです。又牛の体にホ

ースで散水してやるのも良い方法です。水は何時で

も飲めるよういせねばなりません。 

▽第３に防虫ですが、蚊や蝿は安眠を妨げ、菜食を

妨げ、搾乳を妨げます。蚊や蝿による吸血量も大い

に関係がありますが、気分がいらいらして落着かな

いことも原因の１つです。夏には泌乳量が５～10％

位低下することもままあります。 

 仔牛の発育も悪くなりますので、防虫編戸を作っ

て、蚊や蝿を牛舎からシャットアウトするのが一番

良いのでありますが、殺虫剤の散布はぜひ実施する

よう心掛けるべきです。 

▽第４に牛乳についてであります。食品一般言える

ことですが特に牛乳にとっては夏は大敵です。 

 牛乳は保存するに当り、各々の温度について細菌

数の増加を見ますと、１㏄中０度Ｃで 24 時間後

2,400 個、10 度Ｃで 11,600 個、16 度Ｃで 180,000

個、30 度Ｃで 1,400,000,000 個となります。これで

見ますと、10 度Ｃ前後で保存するのがよいのであり

ます。搾乳後の牛乳は直ちに冷水で冷却せねばなり

ませんが、よく攪拌して急激に冷やすのがよいので

す。 

 蝿は牛体ばかりでなく、牛乳にとっても細菌数の

増減に大いに関係します。蝿と蚊のいない環境では

その 80％が細菌数 400 万以下ですが、蝿と蚊のいる

環境では 50％が 400 万以下です。 

 日本の夏の牛乳中の細菌は１㏄中 700 万個もある

のがありますが、ミネソタの盛夏の乳は 100～200 万

個で、これを比べても日本の夏は食品衛生上からも

注意を厳重にせねばならないことがわかります。 
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 又２等乳の発生は、６月頃から急激に増加し、９

月頃迄続くのであります。 

 本県においては６月が全体の４％位、７月が９％

位、８月が６％位、９月で５％位の２等乳の発生が

あります。 

 ２等乳の原因は色々ありますが、暑さと、湿度に

大いに関係があるものと思われます。特に高酸度２

等乳は、冷却が充分行なわれていない場合にも出ま

すので、集乳所での保存も大いに注意せねばなりま

せん。 

 異常簡単に夏の酪養管理について書いて見まし

たが、要はいかに涼しくしてやるかが、泌乳量、受

胎率に関係がありますので、人間以上に乳牛は暑さ

に弱いということを念願において、良い酪農経営を

されるようお願いします。 

 


